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新年のご挨拶
働く人が、真っ当に声を上げられるように

　新年あけましておめでとうございます。

　皆さまが健やかに新年を迎えられたことを、心よりお慶び

申し上げます。

　私たちが日 ご々相談を受ける中で感じるのは、「働く中で

感じた違和感や不安を、誰にも相談できずに抱え込んで

しまっている方が少なくない」という現実です。長時間労働、

未払い残業代、不当な配置転換や解雇、ハラスメント――

こうした問題は、決して特別なものではなく、誰の身にも起こ

り得るものです。

　労働法は、労働者が一方的に不利な立場に置かれない

よう、労働者保護の観点からルールを定めたものです。しか

し実際には、「自分が法律で守られていることを知らなかっ

た」「会社に言い出せず、我慢してしまった」という声も多く聞

かれます。

　他方で、昨今の社会情勢の変化や価値観の多様化に

伴い、労働法の規制や判例も、より細分化、詳細化して、

専門分野化されつつあります。このような傾向は、労働法に

限らず、昨年のフリーランス法の施行や下請法の改正にも

見られ、弱い立場の方の救済を旨とする当事務所としても、

関心を抱かずにはいられない課題です。

　こうした現状を踏まえ、当事務所では、昨年の後半より、

労働判例研究会を定期的に開催する運びとなりました。

日々更新される法規制や裁判例を丁寧に検討し、労働者

の権利がどのように判断され、どのように守られてきたのか

を共有することで、実務により深く、より確かな形で反映させ

ていくことを目的としています。

　私たちは、労働者側に立つ法律事務所として、単に法的

な結論を示すだけでなく、働く人が安心して人生を歩むた

めの選択肢を一緒に考える存在でありたいと考えています。

必ずしも裁判や紛争に進むことが最善とは限りませんが、

話をすることで状況が整理され、心が軽くなることもあります。

　小さな疑問や不安でも、どうぞお気軽にご相談ください。

　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

補遺

この国が平和を享受し続けるために

　世界に目を向ければ、この国は、ウクライナ問題をはじめ

として、人権と国際法が蹂躙される情勢に直面しています。

他方で、政府は、２０１３年の集団的自衛権の行使容認を

契機に、防衛装備を増強して、戦前に失敗をみた「同盟に

よる力の均衡」を押し進めていると見られます。

　私の懸念は、気づいたら、この国が戦争に巻き込まれて

いることです。

　戦争の惨禍を甘受するのは、いつだって国民です。安全

保障政策に関する国民の議論が醸成されていない現状に

おいて、日本弁護士連合会には、憲法９条議論をはじめと

した、安全保障に関する議論をリードする責務があります。

　来年度、私は、新潟県弁護士会の憲法改正問題特別

委員会の副委員長を務めることとなりました。新潟県弁護

士会として、新潟県民の安全保障に関する議論をリードで

きるよう尽力いたします。

新潟県弁護士会の関係でも、本年もどうぞよろしくお願い

申し上げます。
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働く人が、真っ当に声を上げられるように

　新年あけましておめでとうございます。

　皆さまが健やかに新年を迎えられたことを、心よりお慶び

申し上げます。

　私たちが日 ご々相談を受ける中で感じるのは、「働く中で

感じた違和感や不安を、誰にも相談できずに抱え込んで

しまっている方が少なくない」という現実です。長時間労働、

未払い残業代、不当な配置転換や解雇、ハラスメント――

こうした問題は、決して特別なものではなく、誰の身にも起こ

り得るものです。

　労働法は、労働者が一方的に不利な立場に置かれない

よう、労働者保護の観点からルールを定めたものです。しか

し実際には、「自分が法律で守られていることを知らなかっ

た」「会社に言い出せず、我慢してしまった」という声も多く聞

かれます。

　他方で、昨今の社会情勢の変化や価値観の多様化に

伴い、労働法の規制や判例も、より細分化、詳細化して、

専門分野化されつつあります。このような傾向は、労働法に

限らず、昨年のフリーランス法の施行や下請法の改正にも

見られ、弱い立場の方の救済を旨とする当事務所としても、

関心を抱かずにはいられない課題です。

　こうした現状を踏まえ、当事務所では、昨年の後半より、

労働判例研究会を定期的に開催する運びとなりました。

日々更新される法規制や裁判例を丁寧に検討し、労働者

の権利がどのように判断され、どのように守られてきたのか

を共有することで、実務により深く、より確かな形で反映させ

ていくことを目的としています。

　私たちは、労働者側に立つ法律事務所として、単に法的

な結論を示すだけでなく、働く人が安心して人生を歩むた

めの選択肢を一緒に考える存在でありたいと考えています。

必ずしも裁判や紛争に進むことが最善とは限りませんが、

話をすることで状況が整理され、心が軽くなることもあります。

　小さな疑問や不安でも、どうぞお気軽にご相談ください。

　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

補遺

この国が平和を享受し続けるために

　世界に目を向ければ、この国は、ウクライナ問題をはじめ

として、人権と国際法が蹂躙される情勢に直面しています。

他方で、政府は、２０１３年の集団的自衛権の行使容認を

契機に、防衛装備を増強して、戦前に失敗をみた「同盟に

よる力の均衡」を押し進めていると見られます。

　私の懸念は、気づいたら、この国が戦争に巻き込まれて

いることです。

　戦争の惨禍を甘受するのは、いつだって国民です。安全

保障政策に関する国民の議論が醸成されていない現状に

おいて、日本弁護士連合会には、憲法９条議論をはじめと

した、安全保障に関する議論をリードする責務があります。

　来年度、私は、新潟県弁護士会の憲法改正問題特別

委員会の副委員長を務めることとなりました。新潟県弁護

士会として、新潟県民の安全保障に関する議論をリードで

きるよう尽力いたします。

新潟県弁護士会の関係でも、本年もどうぞよろしくお願い

申し上げます。

弁護士

深谷 航

パワハラな気持ち
クイズです。

　読者の皆さん、クイズです。ご自分に当てはまるものは何

個ありますか？　あまり考えずに素直に答えてみて下さい。

１　部下や年下の人から意見を言われたり、口答えをされ

るとイラッとする。

２　自分に厳しく、責任感が強い方だと思う。

３　努力してこそ、人は育つと思う。

４　なんとなく気に入らない人や生意気だと感じる人がいる。

５　自分は短気で怒りっぽいと思う。

６　やる気のない人をみると、イライラする。

７　職場のコミュニケーションには、いじりや冗談が必要だ。

８　人に弱音を吐いたり、自分の悩みを相談したりすること

はない。

９　若いうちは仕事に打ち込むべきだ。

10　自分で言うのもなんだが、自分は仕事ができる方だと

思う。

　いくつ当てはまりましたか？これは、ある研究者の方が考え

出した、“パワハラのポテンシャル”（職場でパワハラをしてしま

う可能性が高いか低いか）を知るためのチェックリストです。

　その研究者の方は、多くのパワハラ被害相談に立ち会い、

もっぱらパワハラをした側の人にインタビューを重ねたそうで

す。ちなみに、その経験から、チェック１～２個では“低い”、３

～４個では“やや高い”、５個以上なら“高い”、ということだそ

うです。

仕事熱心、努力家、できることが多い

　このクイズで“パワハラのポテンシャル”が高いと判断され

る人の大半は、仕事熱心、努力家、できることが多い人、だ

そうです。要するに、できる人・やり手と評価されている人、周

りから一目置かれている人です。

　そんな人が、自分の「～すべき」「～のはず」「できて当たり

前」「こんなの常識」という価値観（期待水準の高さ）に達し

ない人を見て沸き起こる“怒り”が、パワハラ行為を生み出

す大きな原因なのです。

人を成長させるためには
“叱る”ことは必要ではないか

　よく耳にする言葉です。

　それについて、別の研究者の方はこう言います。人間は

「良くないことをした人を罰したい」という欲求が脳のメカニ

ズムとして備わっていて、“叱る”ことで快感を得てしまう。

一方、叱られると人の脳は防御モードに入り、ひとまず危機

から逃避するために行動を改める。それを見て叱る側は、

「ほら、やっぱり人間は叱らないとダメなんだ」と思ってしまう。

しかし、叱られる側は、とりあえず“不本意に”その場の行動

を変えただけで、自身の学びや成長を得たわけではない

（「『叱れば人は育つ』は幻想」より）。

　また、部下にプレッシャーをかけ叱る上司のもとでは、

それを逃れようとするあまり不正行為が増えるという研究結

果もあるそうです。

さて、どうするか

　私も法律事務所の経営者として部下や後輩がいます。冒

頭のクイズにはヒヤッとしました。

　クイズを考え出した研究者の方は、人には“認められた

い”という基本的欲求があり、パワハラはそれを打ち砕くもの、

そうではなく、“自分に関心を寄せてくれる”“気にかけてくれ

ている”と感じるとモチベーションを高めることができ、多少

の困難も乗り越えられる、と言います。

　まずは、朝きちんと「おはようございます」と挨拶する、「あ

の事件はあなたの助けでうまく行った、ありがとう」と言う、

「以前できなかった○○部分ができるようになりましたね」と

褒める、というあたりを意識しようかと思っています。
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　皆さんのところにも、サンタクロース（以下「サンタ」といい

ます。）は来ましたか？我が家にはもちろん来ていただいてい

ます。が、最近はやや問題が・・・。というのも我が家の子ども

たちがサンタにお願いするプレゼントが、サンタの力をもっ

てしても用意できないという問題が発生しているのです。

あれは去年の１２月。子どもたちにサンタへお願いするプレ

ゼントについて尋ねたところ、「１２月に発売するポ〇モン

カード（通称「ポ〇カ」）！！」と目をキラキラして教えてくれまし

た。焦ったのはサンタ。なぜなら、ポ〇カは人気商品のため、

ホビーショップ等で購入予約の抽選に当たらないと入手で

きません。ところが、サンタの力をもってしても抽選に外れてし

まいました。他方、大手通販サイトでは定価の３倍以上の値

で売りに出されていますが、サンタとして転売ヤーから入手

するわけにはいきません。しかしクリスマスまであと１週間足ら

ず。サンタに頼まれた私と夫はやむを得ず、子どもたちに第２

希望のプレゼントを聞くことにしました。ただ、説明が難しい。

一応、「ポ〇カはみんなが欲しいって言ってるから、サンタさ

んでも用意できないみたい。ポ〇カの次に欲しいものもサン

タさんにお願いしておいた方がいいんじゃない？」と説明した

ものの、子どもたちは「えっ、サンタさんに用意できないもの

なんてあるの？？」と半信半疑。ポ〇カ以外は欲しくないとい

う子どもたちを何とか説得し、ようやくゲームソフトをリクエス

トさせることに成功。すぐにサンタに連絡。クリスマスまであと

２日というところでしたがギリギリ用意できました。さすが、

サンタ（なお、欲しかったポ〇カはクリスマスが過ぎた年末

頃、電気店であっさり入手できました。）。

　ということがあったため、今年はサンタの方も最初から子

どもたちに第１希望から第３希望までリクエストさせることにし

ました。第１希望は今年も「ポ〇カ」で入手困難。でも今年

のサンタに焦りはありません。第２希望以下はサンタの力で

入手可能なものなので、安心してクリスマスを迎えられまし

た。

弁護士

鈴木 麻理絵

最近のサンタ事情
クイズです。

　読者の皆さん、クイズです。ご自分に当てはまるものは何

個ありますか？　あまり考えずに素直に答えてみて下さい。

１　部下や年下の人から意見を言われたり、口答えをされ

るとイラッとする。

２　自分に厳しく、責任感が強い方だと思う。

３　努力してこそ、人は育つと思う。

４　なんとなく気に入らない人や生意気だと感じる人がいる。

５　自分は短気で怒りっぽいと思う。

６　やる気のない人をみると、イライラする。

７　職場のコミュニケーションには、いじりや冗談が必要だ。

８　人に弱音を吐いたり、自分の悩みを相談したりすること

はない。

９　若いうちは仕事に打ち込むべきだ。

10　自分で言うのもなんだが、自分は仕事ができる方だと

思う。

　いくつ当てはまりましたか？これは、ある研究者の方が考え

出した、“パワハラのポテンシャル”（職場でパワハラをしてしま

う可能性が高いか低いか）を知るためのチェックリストです。

　その研究者の方は、多くのパワハラ被害相談に立ち会い、

もっぱらパワハラをした側の人にインタビューを重ねたそうで

す。ちなみに、その経験から、チェック１～２個では“低い”、３

～４個では“やや高い”、５個以上なら“高い”、ということだそ

うです。

仕事熱心、努力家、できることが多い

　このクイズで“パワハラのポテンシャル”が高いと判断され

る人の大半は、仕事熱心、努力家、できることが多い人、だ

そうです。要するに、できる人・やり手と評価されている人、周

りから一目置かれている人です。

　そんな人が、自分の「～すべき」「～のはず」「できて当たり

前」「こんなの常識」という価値観（期待水準の高さ）に達し

ない人を見て沸き起こる“怒り”が、パワハラ行為を生み出

す大きな原因なのです。

人を成長させるためには
“叱る”ことは必要ではないか

　よく耳にする言葉です。

　それについて、別の研究者の方はこう言います。人間は

「良くないことをした人を罰したい」という欲求が脳のメカニ

ズムとして備わっていて、“叱る”ことで快感を得てしまう。

一方、叱られると人の脳は防御モードに入り、ひとまず危機

から逃避するために行動を改める。それを見て叱る側は、

「ほら、やっぱり人間は叱らないとダメなんだ」と思ってしまう。

しかし、叱られる側は、とりあえず“不本意に”その場の行動

を変えただけで、自身の学びや成長を得たわけではない

（「『叱れば人は育つ』は幻想」より）。

　また、部下にプレッシャーをかけ叱る上司のもとでは、

それを逃れようとするあまり不正行為が増えるという研究結

果もあるそうです。

さて、どうするか

　私も法律事務所の経営者として部下や後輩がいます。冒

頭のクイズにはヒヤッとしました。

　クイズを考え出した研究者の方は、人には“認められた

い”という基本的欲求があり、パワハラはそれを打ち砕くもの、

そうではなく、“自分に関心を寄せてくれる”“気にかけてくれ

ている”と感じるとモチベーションを高めることができ、多少

の困難も乗り越えられる、と言います。

　まずは、朝きちんと「おはようございます」と挨拶する、「あ

の事件はあなたの助けでうまく行った、ありがとう」と言う、

「以前できなかった○○部分ができるようになりましたね」と

褒める、というあたりを意識しようかと思っています。

弁護士

金子 修
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連合会は、この危機の時代において、日本と世界の市民と

共に、日本も、また、他のいかなる国も、戦争をしない、させ

ないため、そして核兵器のない世界を実現するため、強く警

告を鳴らし、全力を尽くしていくことを、ここに宣言する。」

　これは、昨年１２月１２日、長崎市内で開かれた日本弁護

士連合会（日弁連）人権擁護大会で採択された「戦争をし

ない、させない　長崎宣言」の結びの言葉です。

　私は、その前日１１日に行われた人権擁護大会シンポジ

ウム「再び戦争の惨禍が起こることのないように－『危機の

時代』の私たちの選択」に参加しましたが、１２時３０分から

始まったシンポジウムでは、２つの基調講演と、防衛力強化

に伴う国内各地域の変貌や台湾の現地調査報告、国連

欧州本部訪問についての高校生平和大使（長崎）からの

報告、軍事に頼らない平和構築を考えるパネルディスカッ

ションが行われました。

　シンポジウムやその基調報告書、長崎宣言等を通じて

とくに印象に残ったのは、核抑止論からの脱却と核廃絶の

必要性に関する次の指摘です。

　非人道的な兵器である核兵器が、いまだに１万２３００発も

の核弾頭が存在するのは、核兵器保有国及びその同盟国

が、「核抑止論」や「拡大核抑止論」に依拠し、核兵器の

保有を正当化しているからだ。核抑止論とは、核兵器による

報復の意思と能力を相手国に認識させることで、相手国が

武力の行使を心理的に躊躇する状況を作り出し、紛争を

回避するという考え方であり、拡大核抑止論とは、自国は核

兵器を保有しないが、同盟国の核兵器に依存して、抑止の

効果を確保しようとする考え方。

　核抑止論は、最終的には核兵器の使用を前提とした

論理であり、核兵器使用のリスクを低減するどころか、リスク

を増大させている点に、根本的な欠陥があるとしています。

一方、国際社会は核兵器の廃絶のために着実に歩みを進

めている。核廃絶を実現するには核抑止論と決別しなけれ

ばならず、そのためには国際社会が作り上げてきた核兵器

の違法化の枠組みの到達点ＴＰＮＷ（核兵器禁止条約）の

参加が必要であるとしています。

　新年おめでとうございます。

　昨年１２月、首相官邸で安全保障政策を担当する政府

高官が、日本は核兵器を保有すべきだとしたことが、大きな

問題になりました。しかし、核兵器が全人類の生存を脅か

す結果を招きかねない非人道的かつ違法な兵器であること

も事実。

　「８０年前に原子爆弾が投下されたこの長崎の地で、当

連合会は、この危機の時代において、日本と世界の市民と

共に、日本も、また、他のいかなる国も、戦争をしない、させ

ないため、そして核兵器のない世界を実現するため、強く警

告を鳴らし、全力を尽くしていくことを、ここに宣言する。」

　これは、昨年１２月１２日、長崎市内で開かれた日本弁護

士連合会（日弁連）人権擁護大会で採択された「戦争をし

ない、させない　長崎宣言」の結びの言葉です。

日弁連人権擁護大会「長崎宣言」

 一昨年の夏、突然腰痛に襲われました。少し中腰の姿勢

を取った瞬間、お尻の奥にこれまで感じたことのない違和

感が走り、その後、徐 に々痛みに変わっていきました。翌日に

は、座ると腰から足にかけて鋭い痛みが走るようになり、まと

もに座ることすらできなくなりました。

 腰痛自体は以前からありましたが、これほど激しい痛みは

初めてでした。これまでは腰痛が出ても2～3日で自然に

治っていたため、今回もそうだろうと高をくくっていました。し

かし、今回は様子がまるで違いました。「これはただ事では

ない」と感じ、翌日すぐに整形外科を受診。レントゲンの結

果、「お尻の肉離れですね」と言われ、「時間が経てば治る

だろう」と少し安心しました。

　しかし、それは腰痛治療の長い旅の始まりでした。

　痛みは日を追うごとに悪化し、左足にかけての坐骨神経

痛がひどくなり、ついには座ることが完全にできなくなりました。

椅子に座れないため、食事も仕事もすべて立ったまま。法律

相談や打ち合わせも立ったまま行い（相談者、依頼者の皆

様にはご迷惑をお掛けしました）、疲れたときはデスクの横に

設置した簡易ベッドで横になる、そんな生活が続きました。

　「とにかく早く痛みから解放されたい」という一心で、整骨

院やペインクリニック専門医のいる病院にも足を運びました。

整骨院での施術や病院でのブロック注射は、一時的には

効果があるように感じましたが、すぐに痛みがぶり返します。

ブロック注射を受けた病院では「腰椎滑り症」と診断されま

したが、痛みの本当の原因がわからず、治療院探しは続き

ました。

　しばらくして、別の整形外科でMRIを撮ってもらったところ、

「椎間板ヘルニア」と診断されました。画像には、椎間板か

ら柔らかい組織（髄核というそうです）が飛び出して神経を

圧迫している様子が映っていて、ようやく原因がはっきりした

ことで安堵しました。原因がわからないまま痛みに耐えること

が、何よりも不安だったのです。

　医師からは注射による低侵襲治療を勧められました。

入院は１日だけとのこと。ただし、「この治療法がすべての人

に効くわけではありません」とも言われ、不安もありましたが、

信じて前に進むしかありませんでした。1泊の入院で治療を

受け、無事退院。少しずつではありますが、痛みは確実に軽

減していきました。

　この一年、腰痛と向き合う中で、身体の声に耳を傾けるこ

との大切さを痛感しました。現在は、再発防止のためにリハ

ビリやストレッチを継続しながら、無理をせず生活をしていま

す。「健康こそが最大の資産」－この言葉の重みを、私は痛

みの中で初めて理解しました。これからは、身体の声に耳を

傾けながら、資産を守るように健康を守っていきたいです。

腰痛漂流記 

弁護士

小川 和男
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連合会は、この危機の時代において、日本と世界の市民と

共に、日本も、また、他のいかなる国も、戦争をしない、させ

ないため、そして核兵器のない世界を実現するため、強く警

告を鳴らし、全力を尽くしていくことを、ここに宣言する。」

　これは、昨年１２月１２日、長崎市内で開かれた日本弁護

士連合会（日弁連）人権擁護大会で採択された「戦争をし

ない、させない　長崎宣言」の結びの言葉です。

　私は、その前日１１日に行われた人権擁護大会シンポジ

ウム「再び戦争の惨禍が起こることのないように－『危機の

時代』の私たちの選択」に参加しましたが、１２時３０分から

始まったシンポジウムでは、２つの基調講演と、防衛力強化

に伴う国内各地域の変貌や台湾の現地調査報告、国連

欧州本部訪問についての高校生平和大使（長崎）からの

報告、軍事に頼らない平和構築を考えるパネルディスカッ

ションが行われました。

　シンポジウムやその基調報告書、長崎宣言等を通じて

とくに印象に残ったのは、核抑止論からの脱却と核廃絶の

必要性に関する次の指摘です。

　非人道的な兵器である核兵器が、いまだに１万２３００発も

の核弾頭が存在するのは、核兵器保有国及びその同盟国

が、「核抑止論」や「拡大核抑止論」に依拠し、核兵器の

保有を正当化しているからだ。核抑止論とは、核兵器による

報復の意思と能力を相手国に認識させることで、相手国が

武力の行使を心理的に躊躇する状況を作り出し、紛争を

回避するという考え方であり、拡大核抑止論とは、自国は核

兵器を保有しないが、同盟国の核兵器に依存して、抑止の

効果を確保しようとする考え方。

　核抑止論は、最終的には核兵器の使用を前提とした

論理であり、核兵器使用のリスクを低減するどころか、リスク

を増大させている点に、根本的な欠陥があるとしています。

一方、国際社会は核兵器の廃絶のために着実に歩みを進

めている。核廃絶を実現するには核抑止論と決別しなけれ

ばならず、そのためには国際社会が作り上げてきた核兵器

の違法化の枠組みの到達点ＴＰＮＷ（核兵器禁止条約）の

参加が必要であるとしています。

　新年おめでとうございます。

　昨年１２月、首相官邸で安全保障政策を担当する政府

高官が、日本は核兵器を保有すべきだとしたことが、大きな

問題になりました。しかし、核兵器が全人類の生存を脅か

す結果を招きかねない非人道的かつ違法な兵器であること

も事実。

　「８０年前に原子爆弾が投下されたこの長崎の地で、当

　新年早々から米国によるベネズエラ侵攻という国際法を

無視した侵略戦争が起きました。「平和の世紀」と期待した

２１世紀の４半世紀は国際平和に貢献すべき常任理事国

が侵略戦争を行い、国連憲章による平和維持が無視され

るという事態が進行しています。

　国内では、憲法第９条が無視され、防衛関連予算が１２

兆円となり、米国から兵器を買い続けることで、社会保障や

医療費、教育費等の予算が増えず、国民生活を圧迫してき

ました。職場では自己責任が強調され、些細なミスでも能

力がないと評価し、「個人責任による排除の論理」が人手

不足を招き職場環境を悪化させてきています。

　ところで、昨年１０月１６日に、新潟地裁は、長岡市のミシ

ンの部品を製造しているＡ社の熟練工員であったＨさんが

過労で精神疾患を発症し、自宅療養での休業を余儀なく

され、退職に追い込まれたことは労災であると認定し､休業

手当の不支給処分を取り消す判決を言い渡しました。

　Ｈさんは、金属部品の熱処理（焼き入れ）をする熟練工で

した。金属熱処理を行う職人が一人前となるには１０年が必

要とされ、熟練した技術が必要な職場でした。Ｈさんは

２０１６年（平成２８年）１１月に精神疾患と診断されて療養の

ための休暇を取得して休業することになりました。

　ところが、会社は休暇期間中に、副部長の管理職から

一般社員へ降格し、処理課から異動する人事を強行しまし

た。金属熱処理（焼入れ）の熟練職人から熱処理の仕事を

人員不足による業務過多と
部下へのパワハラの決めつけの労災

弁護士

中村 周而
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　Ｈさんは労働保険審査会に対する再審査請求の途中で

心臓病により亡くなりましたが、９０歳のお母さんが引き継ぎ、

息子の無念を晴らすために、支援者に支えられながら

訴訟を継続し、労災を認めさせました。

　Ｈさんの発症の背景には、熟練工が製造部門を支えて

いることを見ないで、「パワハラ疑惑」による降格と異動に

よって退職に追い込もうとする「人減らし合理化」がありまし

た。会社は「部下に対するパワハラ」を行ったと決めつけ、

副部長の職からはずし降格させました。これによって部下ら

がＨさんの指示に従わなくなり、Ｈさんは、部下らとの関係

の悪化による精神的負担が増大し、熱処理とは別の部署

に異動を命じられ、熱処理の仕事を奪われ、会社での居場

所をなくさせされ、病状を悪化させられました。

　Ｈさんの事件は、人件費の削減にばかり目を奪われ、人

員補充ができないことによる業務過多による労災が認めら

れたものです。労働時間の長さだけでなく、人員の不足に

よる業務量の増大についても注意が必要です。

　一昨年夏から我が家で飼っていたクワガタムシ４匹は、

いずれも寿命を全うしました。

　最後の１匹になったコクワガタのオスは、私たち家族と年

を越し、昨年の正月も元気に昆虫ゼリーを食べていました。

「越冬でき、しばらく元気に過ごせるのでは。」と期待も多くな

りましたが、お正月が終わりを迎えたのと同時に、ひっくり返

り６本の足も縮まり始め、ついに寿命を迎えてしまいました。

　その後、我が家に残ったものは、カブトムシ・クワガタムシ

用昆虫マット（成虫の住処、幼虫の餌になるもの）１０㎏入り

の袋や昆虫ゼリーの袋です。

　「夏は、自分たちでカブトムシ・クワガタムシを採れればい

いな。」とぼんやりと思っていたものの、深夜から早朝の山

林に入り込む「本気の虫採り」をする技術も持ち合わせてお

らず、その意欲も湧かないまま、時間が過ぎてしまいました。

　それでも、インターネット情報からカブトムシ・クワガタムシ

が目撃された場所を探し、虫採り素人の私や子どもたちで

も安心な公園に、夏休み後半、昼間、公園に子どもたちと虫

採りに行ってみました。

　やはり、お盆明けということもあり、カブトムシ・クワガタム

シの姿はありませんでした（バチはあちこち飛んでいて、近寄

らないようにしました。）。

　昆虫マット、昆虫ゼリーが部屋に眠ったままで処遇をどう

しようとぼんやり困っていた１０月のある日、次男が「ようちえ

んで、カブトムシのようちゅうをそだてている。」と話していまし

「カブトムシ」の幼虫が来た！

弁護士

土屋 俊幸

取上げました。「焼入れ一筋」で熱処理を行ってきたＨさん

にとって処理課には居場所もないと社長から言われ、社長

の発言で病状が急速に悪化していきました。焼き入りの仕

事を奪われたことが熟練職人の親方としての誇りを傷つけ

たのです。

　Ｈさんは労災申請を行いましたが、長岡労基署は業務と

精神疾患の発症との因果関係を認めず、心理的負荷の程

度は「中」であるとして、労災請求を認めませんでした。

　新潟地裁判決は、①金属部品の焼き入れを行う処理課

の責任者であったＨさんが職人として頼りにしてきたＢ主任

の退職によって業務負担が急増したこと、②部品の焼入れ

の不良品事故の対応による業務増加、③会社から処理課

の「部下にパワハラを行った」という疑惑をかけられ、このこ

とで部下との関係が悪化したこと、④「部下にパワハラを

行った」と決めつけられことによって、副部長から平社員に

降格処分となったこと、⑤会社が被害者とされた部下らを

他の部署に異動させたことで、焼入れができる職人が減り、

業務過多が一層深刻となったこと、⑥その結果、Ｈさんが社

内製品や外注を含め焼入れ業務を担当し、業務過多によ

る過労によって、精神疾患を発症したことを認定し、労災で

あると認めました。労働時間の増大よりも、同一時期に５つ

の出来事が関連して起きたことによる心理的負荷を総合的

に判断して業務による発症と認めました。
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　一昨年夏から我が家で飼っていたクワガタムシ４匹は、

いずれも寿命を全うしました。

　最後の１匹になったコクワガタのオスは、私たち家族と年

を越し、昨年の正月も元気に昆虫ゼリーを食べていました。

「越冬でき、しばらく元気に過ごせるのでは。」と期待も多くな

りましたが、お正月が終わりを迎えたのと同時に、ひっくり返

り６本の足も縮まり始め、ついに寿命を迎えてしまいました。

　その後、我が家に残ったものは、カブトムシ・クワガタムシ

用昆虫マット（成虫の住処、幼虫の餌になるもの）１０㎏入り

の袋や昆虫ゼリーの袋です。

　「夏は、自分たちでカブトムシ・クワガタムシを採れればい

いな。」とぼんやりと思っていたものの、深夜から早朝の山

林に入り込む「本気の虫採り」をする技術も持ち合わせてお

らず、その意欲も湧かないまま、時間が過ぎてしまいました。

　それでも、インターネット情報からカブトムシ・クワガタムシ

が目撃された場所を探し、虫採り素人の私や子どもたちで

も安心な公園に、夏休み後半、昼間、公園に子どもたちと虫

採りに行ってみました。

　やはり、お盆明けということもあり、カブトムシ・クワガタム

シの姿はありませんでした（バチはあちこち飛んでいて、近寄

らないようにしました。）。

　昆虫マット、昆虫ゼリーが部屋に眠ったままで処遇をどう

しようとぼんやり困っていた１０月のある日、次男が「ようちえ

んで、カブトムシのようちゅうをそだてている。」と話していまし

弁護士

加賀谷 達郎

た。３０年以上前にカブトムシの幼虫飼育を全うできなかっ

た苦い経験を思い出しながらも、「すごいねえ～。」と深く考

えずに答えていました。

　しばらく経った１０月某日、次男が「ようちえんから、カブト

ムシのようちゅうをもらってきた！」と言い、カブトムシの幼虫

が入ったペットボトルを見せてきました。慌てて、昆虫マット

を虫かごに突っ込み、カブトムシの幼虫を入れました。幼虫

は小さく、虫を苦手とする長男も「かわいい～！」と大変喜ん

でいました。

　昆虫マットを置いておいてよかったと思うと同時に、３０年

前の苦い経験を糧に、今度は成虫まで育て上げようと決意

を新たにしました。

　「本当にカブトムシ虫の幼虫だよね。もし、違っていたら、

どうしよう。」という不安はありますが、今年は、家族みんな

で、「カブトムシ」の幼虫を大切に育てていきたいですね。

特殊詐欺にあわないために
　特殊詐欺被害（SNS型投資、ロマンス詐欺を含む）が増

えています。新潟県警によると、２０２４年の県内のこれらの被

害額は約２３億円以上（前年よりプラス１１億円以上）となっ

ています。

　古典的なオレオレ詐欺のほか、還付金詐欺、給付金詐

欺、投資詐欺、ロマンス詐欺など、方法は多岐にわたります。

　最近報道されているのが、相手が警察官、検察官になり

すますものです。「あなたに逮捕状がでている、逮捕されな

いためには保釈金を納める必要がある」とか、「あなたの預

金口座が犯罪に使われている、確認のため通帳とカードを

預かりたい」などと、言葉巧みに人を騙すものです。　

　また、警察官になりすます手口では、「家族等にも口外し

ないように。口外したら犯罪になる」などと言って、誰にも相

談できないように仕向けるそうです。

　しかし、まず、警察が逮捕しようとしている本人に対して、

逮捕状がでていることを知らせることは絶対と言っていいほ

どありえません（逃げられてしまうから）。

　また、「保釈金」というのは、起訴後に問題となることであり、

逮捕前に「保釈金」が云 と々いうこともありえないことです。

　通信アプリのビデオ通話に誘導されて、警察官の服装

の人と通話させるという手口が使われるようですが、警察が

通信アプリのビデオ通話を使って容疑者や事件関係者か

ら事情聴取のようなやり取りをするということもありえません。

　こうした手口はほぼ１００％詐欺と言って過言ではありません。

　いずれにせよ、詐欺者の目的は、金品（現金のほか、金

券・ギフト券など換金容易な物や、金塊などの金目の物を

含む）です。相手から、金の支払いの要求や、金品を預かる

といった話が出たら、まずは詐欺を疑ってください。詐欺者

は、他人名義の口座を使っており、しかも、口座に入金があ

るとすぐに出金するため、一度支払ってしまうと追跡困難で、

取り戻すことが難しいのが現状です。何と言われても支払い

に応じてはいけません。

　知らない番号の電話には出ない、心当たりのないメール

は開かず削除する、知らない相手からのメッセージには返

信しない、儲け話に乗らない、同情を誘う文句に惑わされな

いなどの自衛策を講じるとともに、万が一、金品の要求をさ

れた場合には、支払い等をする前に、弁護士や警察に必ず

相談してください。

弁護士

小淵 真史
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　新潟県の花角知事は昨年１１月に柏崎・刈羽原子力

発電所の再稼働を容認することを表明しました。この判断

は、県民の民意を踏まえたものであるかなど数々の問題が

ありますが、ここでは、万が一再度事故が起こった場合の

ことを考えてみたいと思います。

　原子力規制委員会は、昨年９月、原発事故時の住民

避難や国の対応などを定めた「原子力災害対策指針」

の改正を決めました。ここでは、重大事故が起きた場合、

原則として、原発からおおむね５㎞圏内（ＰＡＺ）の住民

は直ちに避難し、５㎞から３０㎞圏内（ＵＰＺ）では、自宅

などに屋内退避するとされています。屋内退避地域につい

ては、緊急時モニタリングを実施し、空間放射線量が

２０μSv/h を超えた場合に一時移転させるというものです。

これは ICRP（国際放射線防護委員会）が勧告する公衆

被ばくの線量限度である年間 1mSv（0.23μSv/h）に比較

して大幅に高いことはもちろん、福島第一原発事故の避

難指示の基準であった年間２０ｍSv（4.6μSv/h）と比較し

ても大幅に高いものです。

　政府が原発再稼働推進政策の中で、避難指示の範囲

を大幅に縮小したのは、福島第一原発事故で明確な健

康被害が生じていないとの評価を前提に、福島第一原発

事故の無計画かつ長期にわたる避難生活が地域の崩壊

を招き、復興を困難にしたことを踏まえてのことと考えられます。

　確かに、福島第一原発事故における無秩序、無計画

な避難計画が住民に与えた混乱は大いに反省されるべき

であり、地域の崩壊を防ぐために、強制避難指示の区域

を限定するという方向性も考えられないではないかもしれま

せん。

　しかしながら、一方で、福島第一原発事故において、

避難指示区域以外からの避難者を “自主避難” として、

避難指示区域の住民と著しい賠償格差のもとに置いた

現実を忘れてはいけません。東電は、自分の判断で避難

したのだからという理由で、わずかな補償しか行わず、原

告及び弁護団の訴えにもかかわらず、裁判所の判決も、

これを大きく是正するには至っていないのが現実です。

　避難する権利とは、単に避難をすることが妨げられない

ことでは足りず、避難をした方の生活がある程度保障され

ることにより実現されるはずのもののはずです。避難した方

は事故がなければ避難しなかったのであり、また避難した

のは自らと家族の健康被害を避けるために行ったもので

あるからです。

　避難指示区域の限定は、避難指示区域外に居住する

人々が自らの健康を守ろうとして “避難する権利” が実質

的に制限する結果をもたらしている現実を踏まえる必要があ

ると考えます。福島第一原発の避難者の救済活動に行っ

てきた者としては、避難指示区域が限定され、避難する

権利もあいまいとされたまま、原発の再稼動が現実のもの

となることを、憂慮せずにいられません。

「避難する権利」が曖昧とされたままの
再稼働を憂慮する

弁護士

近藤 明彦

〒950-0994
新潟県新潟市中央区上所1丁目1番24号 Nビル2F
TEL：025-245-0123／FAX：025-245-0155
営業日時／平日9:00～17:00




